
無毛の多年生のつる草。葉は粉白色を帯び、卵状三角形、円頭ないし鈍頭で、基部は浅い心形。花は淡緑
色で紫色を帯び、長さ2-3cm、葉腋に数個集まってつき、長さ1-4cmの柄がある。7-8月に開花する。萼筒
は基部が球状にふくらみ、舷部は拡大して、斜めに切られたような形の狭三角形をなし、その先端は鋭尖
頭で長く糸状に伸びる。

県内では3ヶ所に知られている。いずれも人里近くのため、人為的環境破壊の危険度が高い。

生育地の環境保全が重要である。
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■ 県内分布

但馬

■ 国内分布

本州（長野県、山形県から島根県の日本海側）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布
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